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豊
岡
市
農
業
共
済
条
例
の

制
定

　

国
の
農
業
災
害
補
償
法
が

農
業
保
険
法
に
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
も
の

反
対
意
見

①
国
の
農
業
災
害
補
償
法
が

農
業
保
険
法
と
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
条
例
改
正
だ
が
、

水
稲
・
麦
は
当
然
加
入
が
任

意
加
入
と
な
り
、
加
入
促
進

業
務
が
拡
大
す
る
。
②
無
事

戻
し
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
掛

け
捨
て
の
共
済
と
な
る
。
③

収
入
保
険
制
度
の
導
入
で
、

選
択
肢
が
増
え
た
が
、
青
色

申
告
者
だ
け
で
あ
り
、
２
種

兼
業
農
家
は
選
択
肢
の
外
と

な
り
、
自
給
率
の
向
上
と
は

な
ら
な
い
。
④
家
畜
共
済
は
、

死
廃
共
済
と
疾
病
共
済
に
分

離
さ
れ
る
こ
と
で
、
双
方
に

加
入
す
る
と
掛
け
金
の
増
と

な
り
経
営
を
圧
迫
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党・あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
意
見

　

農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
、

共
済
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど

の
変
化
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
負
担
軽
減
を
図

る
も
の
、
さ
ら
に
無
事
戻
し

制
度
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
共

済
支
払
い
が
な
け
れ
ば
掛
け

金
が
下
が
る
た
め
負
担
軽
減

と
な
る
。
無
保
険
者
を
生
ま

な
い
た
め
の
加
入
促
進
を
図

る
。

（
会
派
：
新
風
と
よ
お
か
議
員
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

大
阪
北
部
地
震
の
ブ
ロ
ッ

　

９
月
定
例
会
を
、８
月
３１
日
か
ら
９
月
２８
日
ま
で
２９
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、市
長
か
ら
専
決
処
分
、放
棄
し
た
債
権
、

財
政
健
全
化
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
な
ど
報
告
案
件

６
件
、契
約
な
ど
事
件
決
議
７
件
、条
例
４
件
、補
正
予
算

１０
件
、一般
会
計
等
決
算
認
定
議
案
１２
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。決
算
認
定
議
案
以
外
の
主
な
議
案
の
審
議
の
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

専門職大学誘致（　）補正予算など
39件を慎重審議

用地
取得

多くの傍聴があった9月定例会多くの傍聴があった9月定例会

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

ク
塀
倒
壊
に
よ
る
死
亡
事
件

を
受
け
て
の
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
調
査
、
今
夏
の
猛
暑
に
よ

る
児
童
死
亡
事
件
を
教
訓
と

す
る
学
校
等
へ
の
空
調
設
備

の
設
置
、
専
門
職
大
学
用
地

買
収
費
な
ど
総
額
１１
億
８
６

１
２
万
円
の
追
加
（
増
額
）

補
正反

対
意
見

　

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
は
、

歓
迎
す
べ
き
専
門
職
大
学
誘

致
だ
。
用
地
と
し
て
旧
さ
と

う
跡
地
を
買
収
す
る
予
算
を

含
む
補
正
予
算
で
あ
る
が
、

用
地
買
収
は
、
あ
ま
り
に
も

性
急
で
あ
り
、
ま
だ
整
備
工

事
中
で
あ
る
こ
と
、
適
地
か

ど
う
か
も
含
め
市
民
的
に
も

議
論
が
深
ま
っ
て
い
な
い
。

用
地
買
収
費
は
１２
月
議
会
ま

で
保
留
す
べ
き
で
あ
る
。

（
会
派
：
共
産
党・あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
意
見

　

但
馬
で
初
の
大
学
誘
致
で

あ
り
、
県
の
計
画
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
、
市
と
し
て

一
定
の
役
割
と
し
て
用
地
を

市
が
確
保
す
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
。
経
済
効
果
も
期
待

で
き
る
。

（
会
派
：
新
風
と
よ
お
か
議
員
）

豊
岡
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

　

防
火
対
象
物
の
消
防
用
設

備
等
の
状
況
が
、
消
防
法
に

基
づ
く
命
令
ま
た
は
条
例
の

規
定
に
違
反
す
る
場
合
は
、

当
該
防
火
対
象
物
を
公
表
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

公
共
土
木
災
害
復
旧
事

業
、
大
阪
北
部
地
震
に
よ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
の
教

訓
か
ら
、
民
間
住
宅
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
の
一
部

を
補
助
す
る
な
ど
の
追
加

（
増
額
）
補
正
を
行
う
も
の
。

総
額
８
億
３
８
６
５
万
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
を
、
日
本
電

通
株
式
会
社
と
約
12
億
円
で

契
約
す
る
も
の
。
２
０
２
１

可
決
し
た
主
な
議
案

とよおかし議会だより　2018.11.25 ○



○ 2018.11.25　とよおかし議会だより3

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

会 派 名 新風とよおか とよおか市民クラブ ひかり
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

豊岡市議
会公明党

豊
岡
維
新
の
会 審

議
結
果

議 員 名

議案名等

浅
田　
　

徹

上
田　

倫
久

岡
本　

昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

清
水　
　

寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

嶋
﨑　

宏
之

椿
野　

仁
司

福
田　

嗣
久

松
井　

正
志

青
山　

憲
司

足
田　

仁
司

西
田　
　

真

上
田　

伴
子

奥
村　

忠
俊

村
岡　

峰
男

芦
田　

竹
彦

竹
中　
　

理

石
津　

一
美

第64号議案　平成30年度豊岡市一
般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

おわびします 平成30年8月発行「とよおかし議会だより 第67号」に誤りがありました。おわびして訂正します。

訂正箇所

　誤  2頁：下段「意見が分かれ
た議案の賛否一覧表」中、
色枠箇所、文字の欠落

　正  右図、色枠のとおり

会 派 名 新風とよおか とよおか市民クラブ ひかり
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

豊岡市議
会公明党

豊
岡
維
新
の
会 審

議
結
果

議 員 名

議案名等

浅
田　
　

徹

上
田　

倫
久

岡
本　

昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

清
水　
　

寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

嶋
﨑　

宏
之

椿
野　

仁
司

福
田　

嗣
久

松
井　

正
志

青
山　

憲
司

足
田　

仁
司

西
田　
　

真

上
田　

伴
子

奥
村　

忠
俊

村
岡　

峰
男

芦
田　

竹
彦

竹
中　
　

理

石
津　

一
美

第73号議案　豊岡市農業共済条例制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
第75号議案　平成30年度豊岡市一
般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
第84号議案　平成29年度豊岡市一般
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 認

定
意見書案第6号　日本政府に核兵器禁止条約
の署名と批准を求める意見書の提出について × × × × × × × × × × × ／ × × × × × × ○ ○ ○ × × ×

否
決

議報第6号　陳情第2号　出石文化会
館ひぼこホール使用に関する陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ̶ ○ × × × ○ ○ ○

不
採
択

交
通
事
故
に
か
か
る
損
害

賠
償
の
額
を
決
め
る
議
案

　

総
務
委
員
会
・
文
教
民
生

委
員
会
・
建
設
経
済
委
員
会

か
ら
、
次
の
意
見
が
付
議
さ

れ
ま
し
た
。

意
見
お
よ
び
要
望

　

職
員
の
公
用
車
の
運
転
に

つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
議

会
か
ら
も
安
全
指
導
の
徹
底

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
常
に
危
機
管
理
意
識

を
持
っ
た
う
え
で
、
慎
重
に

運
転
す
る
よ
う
改
め
て
徹
底

し
、
再
発
防
止
に
最
大
限
の

努
力
を
さ
れ
た
い
。

業
務
委
託
契
約・物
品
購
入

契
約
の
２
件
に
つ
い
て

　

総
務
委
員
会
か
ら
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
装
置
お
よ

び
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

に
か
か
る
入
札
で
は
、
多
く

の
辞
退
者
が
発
生
し
て
い
る
。

入
札
辞
退
の
自
由
は
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
競

争
原
理
の
機
能
の
確
保
に
努

め
ら
れ
た
い
。
競
争
性
、
透

明
性
、
経
済
性
を
確
保
す
る

と
と
も
に
最
低
制
限
価
格
制

度
や
入
札
不
調
対
策
を
行
う

な
ど
、
地
方
自
治
法
の
本
旨

に
沿
っ
た
契
約
を
行
う
こ
と
。

付
議
さ
れ
た
意
見

※
専
決
処
分
と
は　

議
会
開
催
を
待
た
ず
市
長
が
歳
出
な
ど
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
行

為
、
議
会
に
は
「
報
告
し
、
承
認
」
を
求
め
る
。

年
２
月
ま
で
に
全
世
帯
に
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
戸
別
受
信
機

が
配
布
さ
れ
る
。

損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の

　

相
手
側
の
損
害
額
が
50
万

円
を
超
え
る
交
通
事
故
２
件

の
示
談
成
立
に
よ
り
議
決
し

た
も
の

※
専
決
処
分
し
た
も
の
の
承
認

一
般
会
計
補
正
（
第
２
号
）

　

大
阪
北
部
地
震
の
教
訓
か

ら
、
小
学
校
・
幼
稚
園
等
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
す
る
も

の
。
総
額
１
２
８
６
万
円
追

加一
般
会
計
補
正
（
第
３
号
）

　

７
月
豪
雨
に
よ
る
道
路
・

水
路
・
農
地
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
を
行
う
も
の
。
総
額

２
億
１
３
４
３
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
（
第
４
号
）

　

猛
暑
対
策
と
し
て
、
す
べ

て
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
こ

ど
も
園
に
エ
ア
コ
ン
等
を
設

置
す
る
も
の
。
３０
年
度
・
３１

年
度
の
２
か
年
で
全
教
室
に

設
置
す
る
計
画
の
３０
年
度
設

置
分　

総
額
７
３
６
２
万
円

追
加放

棄
し
た
債
権
の
報
告

（
一
般
会
計
・
水
道
）

　

住
宅
使
用
料
、
水
道
料
金

等
が
回
収
不
能
と
判
断
し
た

債
権
を
放
棄
す
る
も
の

損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
の
報
告

　

相
手
側
損
害
額
５０
万
円
以

下
の
４
件
の
交
通
事
故
に
つ

い
て
、
示
談
成
立
に
よ
り
損

害
賠
償
額
を
定
め
る
も
の
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反
対
意
見

市
民
の
暮
ら
し
を
無
視
し
た

超
過
課
税
は
や
め
る
べ
き

　

固
定
資
産
に
都
市
計
画
税

を
課
し
て
い
る
都
市
は
多
く

あ
る
が
、
市
民
税
に
超
過
課

税
を
求
め
て
い
る
の
は
全
国

で
も
ま
れ
。
超
過
課
税
が
創

設
さ
れ
て
か
ら
１０
年
、
市
民

税
や
固
定
資
産
税
に
超
過
課

税
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
り
、

知
ら
な
い
市
民
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
い
い
こ
と
に
、

市
民
の
暮
ら
し
の
困
難
を
無

視
す
る
よ
う
な
課
税
は
や
め

る
べ
き
で
あ
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
意
見

必
要
不
可
欠
な
自
主
財
源

広
く
負
担
を
分
か
ち
合
う

　

将
来
的
に
健
全
な
財
政
運

営
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
中

で
、
市
民
福
祉
や
社
会
基
盤

整
備
に
資
す
る
財
源
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
も
の
。
旧
町

に
と
っ
て
は
新
た
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
民
全
体

で
広
く
、
薄
く
、
負
担
を
分

か
ち
合
う
と
の
理
解
で
必
要

性
を
認
め
て
き
た
経
過
も
あ

る
。
現
段
階
で
は
超
過
課
税

の
廃
止
に
同
意
で
き
な
い
。

（
会
派
：
豊
岡
市
議
会
公
明
党
議
員
）

反
対
意
見

多
く
の
市
民
は
利
用
し
な
い

空
港
補
助
金
の
見
直
し
を

　

多
く
の
補
助
金
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
も
、
但
馬
空
港

利
用
促
進
補
助
金
の
引
き
下

げ
の
た
め
の
見
直
し
は
一
度

も
な
か
っ
た
。
開
港
か
ら
２３

年
が
経
過
し
た
が
、
一
度
も

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

が
７０
％
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
も
あ
る
。
戦
略
的
な
判

断
で
あ
っ
て
も
、
一
部
の
市

民
の
た
め
の
補
助
金
に
変
わ

り
が
な
く
、
見
直
し
の
検
討

を
求
め
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
意
見

但
馬
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

地
元
自
治
体
の
支
援
が
必
要

　

２５
年
度
に
比
べ
２９
年
度
の

空
港
利
用
実
績
が
大
き
く
伸

び
て
い
る
一
方
で
、
補
助
金

件
数
や
額
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
る
。
補
助
金
対
象
外
の
観

光
客
な
ど
の
増
加
の
影
響
と

見
ら
れ
る
が
、
長
年
利
用
促

進
に
努
め
て
き
た
証
左
と
考

え
ら
れ
る
。
但
馬
地
域
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
に
利
用
促
進
を
は

か
る
必
要
が
あ
る
。

（
会
派
：
ひ
か
り
議
員
）

反
対
意
見

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を

市
民
の
強
い
要
望
に
応
え
よ

　

県
下
４１
自
治
体
の
う
ち
、

乳
児
医
療
費
が
有
料
な
の
は

豊
岡
市
の
み
。
市
政
運
営
の

評
価
も
あ
る
が
、
市
長
は
医

療
費
無
料
化
を
求
め
る
議
員

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２９
年
度
１２
会
計
の
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
委
員
会
で
審
査
し
、
９
月
２８
日
の
本
会
議
に
審
査
結
果
を
報
告

し
ま
し
た
。
報
告
の
後
、
認
定
に
反
対
・
賛
成
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

全会一致や賛成多数により認定
進補助金、子ども医療費に関して反対討論
議での反対討論および賛成討論（要旨）

決算の概況（一般会計）
（単位：100万円）

※1　実質収支とは…歳入歳出差引額から翌年度に繰り
越す財源を差引いたもので、実質的な決算額。市財政
の黒字（赤字）の判断指標
※2　単年度収支とは…当該年度実質収支－前年度実質
収支
※3　実質単年度収支とは…単年度収支に実質的な黒字
要素（積立金）および赤字要素（積立金取崩）を除外
した実質的な単年度収支を示す指標

区　　分 27年度 28年度 29年度
歳 入 総 額 51,502 50,047 55,919

歳 出 総 額 50,441 48,763 54,874

歳入歳出差引額 1,061 1,284 1,045

繰 越 額 227 371 224

実 質 収 支※1 834 913 821

単年度収支※2 88 79 △92

積 立 金 1,521 1,897 506

積立金取崩額 483 366 6,977
実質単年度収支※3 1,126 1,610 △6,563

財政力指数（3年平均）の推移

経常収支比率の推移 経常収支比率
豊岡市は91.3％
自治体の財政構造の弾力
性を示す指標で、低いほ
ど好ましい。
類似団体は93.8％（28
年度）で、それに比べる
とやや低い。しかし、市
税などの経常的な収入を
人件費・扶助費・公債費
等の義務的経費に多く充
てており、自由に使える
お金が少ない。

財政力指数
豊岡市は0.389

H24 H25 H26 H27 H28 H29

H24 H25 H26 H27 H28 H29

自治体の財政基盤の強弱
を示す指標で、高いほど
好ましい。
人口規模や産業構造等が
同じような自治体である
類似団体は0.72（28年
度）。それに比べると標
準的なサービスをするた
めのお金（自主財源）の
調達能力が低いと言える。

0.2

0.4

0.6

0.8

85

90

95

豊岡市　　　　類似団体

豊岡市　　　　類似団体

起立採決のようす起立採決のようす

とよおかし議会だより　2018.11.25 ○
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の
意
見
に
一
向
に
耳
を
傾
け

よ
う
と
し
な
い
。
若
い
世
代
、

子
を
持
つ
親
た
ち
の
応
援
を

し
て
こ
そ
、
真
正
面
か
ら
少

子
化
に
向
き
合
う
戦
略
的
な

政
策
展
開
で
あ
る
。
市
民
の

強
い
要
望
に
応
え
る
市
政
運

営
を
求
め
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
意
見

医
療
保
険
制
度
は
相
互
扶
助

無
料
化
の
効
果
が
疑
問

　

医
療
保
険
は
お
金
を
出
し

合
っ
て
支
え
る
相
互
扶
助
制

度
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
市

で
は
他
の
事
業
へ
の
影
響
も

想
定
さ
れ
る
。
医
療
費
無
料

化
が
少
子
化
対
策
や
若
者
の

移
住
・
定
住
促
進
だ
と
し
て

も
そ
の
効
果
は
疑
問
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
は
総
合
的
に
行

う
べ
き
。
多
く
の
市
民
要
望

が
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
検

討
す
る
と
と
も
に
国
県
へ
制

度
改
正
を
要
望
す
る
よ
う
求

め
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

構
成
市
の
自
覚
の
も
と

豊
岡
病
院
の
支
援
を

　

危
機
的
な
経
営
状
況
に
あ

る
公
立
豊
岡
病
院
組
合
の
構

成
市
と
し
て
の
自
覚
が
必
要

で
あ
る
。
豊
岡
の
医
療
、
ひ

い
て
は
但
馬
の
医
療
を
守
る

た
め
に
、
医
師
確
保
を
は
じ

め
経
営
努
力
を
促
す
と
と
も

に
、
病
院
組
合
だ
け
に
任
せ

る
こ
と
な
く
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
、
積
極
的
に
関

与
さ
れ
た
い
。

経
営
悪
化
の
市
施
設

指
定
管
理
者
と
連
携
を

　

公
の
施
設
に
つ
い
て
、
民

間
事
業
者
等
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
多
様
化
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の

効
果
的
・
効
率
的
な
運
用
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
利
用

者
数
・
収
支
状
況
に
お
い
て

悪
化
施
設
が
散
見
さ
れ
る
状

況
に
あ
る
の
で
、
関
係
課
に

お
い
て
総
点
検
、
総
検
証
を

行
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理

団
体
と
連
携
し
改
善
に
努
め

ら
れ
た
い
。

ア
イ
テ
ィ
都
市
開
発

貸
付
金
弁
済
の
報
告
を

　

ア
イ
テ
ィ
豊
岡
都
市
開
発

株
式
会
社
へ
の
貸
付
金
７
億

円
が
報
告
さ
れ
た
。
当
該
債

権
は
、
会
社
が
金
融
機
関
４

者
へ
弁
済
し
た
後
に
、
市
に

返
還
さ
れ
る
通
称
「
劣
後

債
」
と
呼
ば
れ
る
債
権
で
、

い
ま
だ
当
市
へ
の
返
済
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い
。
議
会

と
し
て
は
、
当
該
債
権
が
ど

の
よ
う
な
計
画
で
弁
済
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
の
か
、
そ
の

状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
る
。
つ
い
て
は
、
少
な

く
と
も
決
算
報
告
の
時
点
で
、

そ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
書

類
を
議
会
に
対
し
て
提
出
し

報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

有
害
獣
対
策
の
強
化

但
馬
で
最
終
処
分
を

　

有
害
獣
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
る
と
同
時
に
、
最

終
処
分
に
至
っ
て
も
但
馬
全

体
と
し
て
の
取
り
組
み
を
検

討
さ
れ
た
い
。

平成29年度各会計決算を審議　
一般会計決算では　超過課税や空港利用促

豊
岡
病
院
組
合
へ
の
支
援
、
公
の
施
設
の
経
営
改
善
、

ア
イ
テ
ィ
豊
岡
都
市
開
発
へ
の
貸
付
金
、
有
害
獣
対
策
な
ど

一般会計決算額を“家計”に置き換えると 一般会計歳入決算額559億1,866万円を年間360万円の家
計に置き換え、1か月30万円の収支に当てはめてみました。

本会 予算決算委員会から出された意見および要望（要旨）

28年度 29年度

食費（人件費） 4万5千円（15.1%） 4万1千円（13.6%）

光熱費などの生活費（物件費・補助費）9万1千円（30.5%） 7万4千円（24.8%）

家族の医療費（扶助費） 4万円（13.4%） 3万6千円（11.9%）

車や家具の修理費（維持補修費） 2千円（  0.5%） 1千円（  0.4%）

子どもたちへの仕送り（他会計繰出金） 0円（  0.0%） 1万8千円（  6.1%）

家の増改築など（投資的経費） 3万3千円（11.1%） 3万1千円（10.4%）

貯金など（積立金・貸付金・出資金）3万7千円（12.5%） 4万7千円（15.6%）

借金返済（公債費） 4万3千円（14.3%） 4万6千円（15.3%）

合　　計 29万1千円
（97.4%）

29万4千円
（98.1%）

支  出28年度 29年度

給料 18万円（60.1%） 16万円（53.2%）

うち基本給（市税） 6万1千円 5万5千円

うち諸手当、期末手当（地方交付税など） 11万9千円 10万5千円

パート収入（使用料及び手数料） 5千円（  1.7%） 4千円（1.4%）

親からの仕送り（地方譲与税、国県支出金など） 4万7千円（15.7%） 4万4千円（14.7%）

事業収入（分担金及び負担金、諸収入など）2万7千円（  9.0%） 2万2千円（  7.5%）

預貯金の取崩し（繰入金） 6千円（  1.9%） 5万円（16.6%）

借金（市債） 3万5千円（11.6%） 2万円（6.6%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

収  入

前
提
条
件

　歳入科目を自主財源（市税など）と依存財源（地方交付税、
国・県支出金など）に分ける方法があるが、今回は違う角度
から市の決算を分析。地方交付税は決算額の約32％を占
める依存財源。税収の多い自治体と少ない自治体間の財源
調整などのために、いったん国が集めた税を地方自治体に
再配分しているもの。本来的に地方自治体の収入と言える
ため、ここでは「給料（諸手当、期末手当）」に区分している。

分
析
結
果

　収入では、財政力指数にも表れているが、基本給（市税収入）が少なく、地方交付税など
の諸手当に依存。29年度は預貯金の取崩し（基金からの繰入金）の割合が高くなっている。
支出では、子どもたちへの仕送り（他会計繰出金）が増加したほか、借金返済である公債費
の割合が毎年大きな割合を占めている。貯金（積立金など）も毎年行っている。毎月の収入
額合計30万円と支出額合計額の差（29年度で6千円、28年度で9千円）は、厳しい財政状
況の中にあっても、やりくりをして支出額を抑え、次年度以降のために現金を手元に保管し
ている状態を示している。実際の決算では、これらが繰越金の原資となる。
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一
般
質
問

一
般
質
問
（（
2121
人
）
人
）

９
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
インターネットでご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のよう
すをライブ中継と
録画中継で映像配
信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

西西

田田

真真
（
７
ペ
ー
ジ
）

●
障
害
者
福
祉

●
専
門
職
大
学
誘
致

●
豊
岡
市
職
員
の
定
期
採
用
試
験

●
空
調
設
備
の
整
備

●
防
災・減
災

関関

貫貫

久
仁
久
仁
郎郎
（
７
ペ
ー
ジ
）

●
豊
岡
市
の
印
象

●
結
果
の
出
な
い（
？
）継
続
事
業

●
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、関
連
施

設
、Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

●
専
門
職
大
学
設
置
予
定
か
ら
派
生

し
た
市
長
の
言
葉

●
通
学
路
の
安
全
対
策

浅

田

徹
（
８
ペ
ー
ジ
）

●●
減
災・防
災
対
策
の
推
進

減
災
減
災・防・防
災
対
災
対
策
の
策
の

●
法
定
外
公
共
物
の
里
道
・
水
路
の

管
理

●
学
校
教
育
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

岡岡

本本

昭昭

治治
（
８
ペ
ー
ジ
）

●
新
市
民
会
館
の
取
り
組
み

●
豊
岡
市
の
水
害
に
対
す
る
防
災・減
災

●
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
取
り
組
み

椿椿

野野

仁仁

司司
（
９
ペ
ー
ジ
）

●
市
長
総
括
説
明

村村

岡岡

峰峰

男男
（
９
ペ
ー
ジ
）

●
農
政

●
専
門
職
大
学

●
29
年
度
決
算

清清

水水

寛寛
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
７
月
豪
雨
と
20
号
、21
号
台
風
の

事
例

●
市
民
の
日
頃
の
心
構
え
や
備
え

●
風
水
害
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

石石

津津

一一

美美
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
子
ど
も
の
貧
困

●
子
ど
も
の
歯
の
健
康

●
生
活
保
護
関
連

芦芦

田田

竹竹

彦彦
（（（（（
111111111
ペペペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ーー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
））

●●●●●●●
防
災・減減
災
対対
策策策

防
災
防
災・減・減
災
対
災
対
策策

●●●●●●●●●●●
学
校
通通
学
路
の
安
の
安安
全
対
全
対
全
対
全
対
全
対対対
策策策策策策策

学
校
学
校・通・通
学
路
学
路
の
安
の
安

●
高
齢
者
肺
炎
球
炎
球
菌菌
ワ
菌
ワ
菌
ワワ
ク
チ
ク
チ
ク
チ
ク
チ
ク
チ
ク
チチ
ンンンンンン

●
市
民
か
らら
の
要要
望望望

井井

垣垣
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豊
岡
の

豊
岡
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
？

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
？

問　

豊
岡
産
品
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
豊
岡
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
と
言
え
る
の
か

答　

指
摘
の
と
お
り
、
市
外

の
製
品
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
運
営
会
社
と
協
議
の

上
、
早
急
な
改
善
に
努
め
た

い
。察

知
で
き
た
ら
、
対
策
を

察
知
で
き
た
ら
、
対
策
を

問　

学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危

険
性
を
市
は
察
知
で
き
た
か

答　

法
令
定
期
点
検
を
正
し

く
行
え
ば
可
能
で
あ
っ
た
。

問　

可
能
で
あ
り
、
処
置
を

行
っ
た
の
か

答　

定
期
点
検
は
行
っ
て
い

た
が
、
塀
に
関
し
て
は
認
識

不
足
で
あ
っ
た
。

問　

通
学
路
の
事
前
安
全
対

策
、
認
識
で
き
る
危
険
な
狭

い
線
路
下
道
路
、
歩
道
拡
幅

は
で
き
な
い
か
。
国
は
道
路

設
置
基
準
法
令
は
あ
る
が
、

地
方
の
事
情
を
十
分
に
考
慮
、

道
路
管
理
者
の
決
断
と
言
っ

て
い
る
が
ど
う
か

答　

卸
団
地
を
通
る
小
田
井

中
陰
線
、
幹
線
市
道
以
外
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
改
良
は
大

変
難
し
い
状
況
。
で
き
る
範

囲
で
検
討
し
た
い
。

KIAC
KIAC

圧
倒
的
成
功
？

圧
倒
的
成
功
？

市
は
芸
術
の
タ
ニ
マ
チ
？

市
は
芸
術
の
タ
ニ
マ
チ
？

問　

城
崎
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（KIAC

）は
、
無
料
だ
か
ら

多
く
利
用
さ

れ
る
の
で
は

な
い
か

答　

無
料
は

大
き
な
要
素

で
あ
る
。
街

が
心
地
よ
い
、

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
滞
在
に

配
慮
し
受
け

入
れ
る
。
そ

れ
が
活
況
に

つ
な
が
っ
て

い
る
。

問　

商
工
会

建
屋
（
旧
日

高
町
庁
舎
）
の
劇
団
へ
の
無

償
譲
渡
は
な
ぜ
か
。
借
地
料

は
い
た
だ
く
の
か

答　

経
済
価
値
は
ほ
と
ん
ど

無
い
施
設
で
あ
る
。
劇
場
が

で
き
、
日
高
・
商
店
街
の
活

性
化
を
成
し
遂
げ
得
る
。
比

し
て
、
無
償
譲
渡
は
大
し
た

コ
ス
ト
で
な
い
。
借
地
料
は
、

当
然
議
論
は
あ
る
。
ど
う
す

る
か
は
、
今
後
の
課
題
と
考

え
る
。

問　

障
害
者
に
関
す
る
マ
ー

ク
は
、
身
体
障
害
者
マ
ー
ク
、

聴
覚
障
害
者
マ
ー
ク
、
ほ
じ

ょ
犬
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
等
11
種
類
あ
り
、
当
事
者

が
身
に
つ
け
て
周
り
の
人
に

援
助
を
求
め
る
ほ
か
、
病
院

や
自
治
体
が
窓
口
に
掲
げ
、

障
害
に
応
じ
て
配
慮
す
る
。

し
か
し
、
マ
ー
ク
の
認
知
度

は
十
分
と
は
言
え
ず
、
障
害

者
の
多
く
が
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。
マ
ー
ク
は
理
解

さ
れ
て
初
め
て
効
力

が
発
揮
さ
れ
る
。
手

を
差
し
伸
べ
る
た
め

に
も
広
く
周
知
、
広

報
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か

答　

障
害
者
マ
ー
ク

は
、
市
民
へ
の
周
知

が
十
分
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
こ

の
マ
ー
ク
は
、
援
助

を
必
要
と
す
る
時
に

援
助
が
受
け
ら
れ
る

た
め
に
あ
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
市

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
を
十
分

に
図
っ
て
い
き
た
い
。

専
門
職
大
学
誘
致

専
門
職
大
学
誘
致

問　

県
は
、
建
設
費

用
な
ど
概
算
で
80
億
円
を
見

込
み
、
豊
岡
市
な
ど
と
費
用

分
担
を
協
議
す
る
と
し
て
い

る
が
地
元
負
担
は
ど
う
か

答　

豊
岡
市
が
や
る
こ
と
は
、

用
地
の
無
償
貸
与
と
８
億
円

の
寄
付
の
２
点
で
、
県
と
は

協
議
が
済
ん
で
い
る
。
そ
れ

以
上
の
負
担
は
な
い
と
理
解

し
て
結
構
だ
。

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

問　

今
年
の
よ
う
な
異
常
気

象
、
災
害
級
の
猛
暑
の
中
、

体
力
が
で
き
て
い
な
い
子
ど

も
た
ち
の
教
室
に
一
日
で
も

早
い
設
置
、
平
成
31
年
６
月

ま
で
に
と
思
う
が
ど
う
か

答　

来
年
の
夏
ま
で
に
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
た
が
、
小

学
校
は
29
校
と
多
く
、
整
備

を
担
う
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足

し
て
い
る
。

　

た
だ
、
工
事
の
進
捗
状
況

に
よ
っ
て
、
一
校
で
も
早
く

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

西田　　真 議員
（ひかり）

関貫久仁郎 議員
（新風とよおか）

「
障
害
者
マ
ー
ク
」の

　
　
　
　

周
知・広
報
を

市
民
が
納
得
い
か
な
い

　
　

市
の
施
策
ば
か
り
？

いくつ知っていますか？…障害に関するマークいろいろ

旧日高町庁舎　どう変っていくのか？

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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新
市
民
会
館
の
基
本
理
念

新
市
民
会
館
の
基
本
理
念

問　

長
期
の
使
用
に
耐
え
、

文
化
的
に
も
優
れ
、
世
代
を

超
え
て
利
用
で
き
る
建
物
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か

答　

使
い
手
の
側
、
聴
く
側

の
意
見
等
も
十
分
配
慮
し
な

が
ら
、
決
し
て
華
美
で
な
く
、

大
き
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
、

自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
に
こ
ん

な
素
敵
な
も
の
が
で
き
た
、

と
言
わ
れ
る
も
の
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

防
災
・
減
災
に
む
け
て

防
災
・
減
災
に
む
け
て

問　

上
流
の
土
砂
は
上
流
で
、

下
流
の
土
砂
は
下
流
で
採
取

す
る
一
体
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

国
、
県
、
市
が
連
携
し

て
、
上
流
か
ら
下
流
に
至
る

間
の
治
水
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。

問　
※
森
林
環
境
税
（
仮

称
）
の
施
行
に
よ
り
市
で
期

待
で
き
る
事
業
内
容
は

答　

森
林
境
界
の
確
定
調
査

等
、
あ
る
い
は
森
林
所
有
者

が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
奥
地

等
の
条
件
不
利
地
域
で
あ
る

場
合
の
間
伐
や
路
網
整
備
が

進
む
も
の
と
考
え
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿

問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

目
指
す
べ
き
姿
を
ど
こ
に
お

い
て
い
る
の
か

答　

自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
こ

と
を
基
本
に
置
き
、

多
様
な
住
民
が
参

画
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
や
り

が
い
を
持
っ
て
行

動
し
、
地
域
に
愛

着
と
誇
り
を
持
つ

こ
と
、
こ
れ
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目

指
す
姿
と
し
て
い

る
。
新
た
に
目
指

す
姿
や
将
来
像
な

ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
検
討
委
員
会
に

お
い
て
検
討
を
始
め
て
お
り
、

31
年
度
中
を
目
途
に
策
定
し

た
い
。

問　

一
括
交
付
金
の
見
直
し

に
つ
い
て
の
考
え
は

答　

29
年
度
か
ら
お
お
む
ね

３
年
間
程
度
の
決
算
状
況
を

検
証
す
る
中
で
、
必
要
が
あ

れ
ば
見
直
し
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

水
害
・
内
水
・
避
難
所

水
害
・
内
水
・
避
難
所

対
策
対
策

問　

県
が
千
年
に
一
度
の
洪

水
浸
水
想
定
を
発
表
し
、
日

高
町
で
最
大
13
・
２
ｍ
と
な

る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い

た
め
、
県
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
所
の
確
保
に
つ
い

て
支
援
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
市
の
対
応
は
ど
う
か

答　

市
は
千
年
で
な
く
、
百

年
に
一
度
の
浸
水
想
定
に
よ

る
災
害
対
策
を
進
め
て
い
く
。

問　

内
水
対
策
で
、
農
業
・

公
共
・
下
水
道
施
設
や
ポ
ン

プ
施
設
な
ど
効
率
的
な
使
用

と
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
豊
岡
市
街
地
、
国

府
平
野
、
日
高
市
街
地
な
ど

の
住
宅
地
か
ら
の
雨
水
を
河

川
ま
で
い
ち
早
く
排
水
す
る

抜
本
的
・
計
画
的
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

市
内
の
各

所
で
内
水
対
策

の
検
討
が
必
要

な
箇
所
が
多
数

あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
は
多

岐
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
、
庁
内

の
横
断
的
組
織

で
あ
る
内
水
対

策
庁
内
検
討
会

を
組
織
し
、
一

体
的
か
つ
効
率

的
な
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

問　

避
難
所
に
健
康
管
理
の

で
き
る
職
員
の
配
置
と
高
齢

者
の
方
の
避
難
に
専
用
車
の

使
用
が
で
き
な
い
か

答　

人
数
的
に
保
健
師
の
常

駐
は
難
し
い
が
、
要
請
が
あ

れ
ば
派
遣
し
て
避
難
者
の
健

康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
送

迎
に
つ
い
て
は
、
家
族
や
支

援
者
と
相
談
・
協
議
し
各
施

設
へ
の
早
め
の
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

問　

総
合
体
育
館
に
全
国
レ

ベ
ル
の
大
会
誘
致
の
た
め
の

サ
ブ
施
設
、
陸
上
競
技
場
に

本
部
席
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か

答　

総
合
体
育
館
の
サ
ブ
施

設
や
陸
上
競
技
場
の
本
部
席

整
備
は
県
大
会
以
上
の
大
会

誘
致
や
機
器
の
長
寿
命
化
の

観
点
か
ら
整
備
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
が
、
市
全
体
の

体
育
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

浅田　　徹 議員
（新風とよおか）

岡本　昭治 議員
（新風とよおか）

水
害
対
策
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
の
推
進
を

市
民
が
納
得
で
き
る

　
　
　
　

施
策
が
大
切

※
森
林
環
境
税（
仮
称
）と
は　

荒
れ
て
い
る
森
林
を
整
備
す
る
た
め
、国
が
市
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
を
経
由
し
て
徴
収
す
る
税
金

内水対策の抜本的な取り組みの推進を！（江本地内）

穴見川土砂堆積状況（森尾地内）
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問　

29
年
度
の
決
算
は
、
８

億
円
を
超
え
る
黒
字
と
な
っ

た
。
う
ち
、
個
人
市
民
税
の

超
過
負
担
は
、
５
千
万
円
を

超
え
る
。
黒
字
の
時
に
こ
そ

廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

単
年
度
収
支
が
赤
字
と

な
る
こ
と
は
な
い
。
超
過
課

税
と
黒
字
決
算
と
の
関
連
性

は
な
い
。
予
定
し
た
事
業
は

お
お
む
ね
実
施
で
き
、
市
民

要
望
は
着
実
に
実
現
で
き
た
。

今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
む
。

問　

子
ど
も
医

療
費
の
無
料
化

は
実
現
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

就
学
前
も
有
料

は
県
下
で
豊
岡

市
だ
け
だ
が
、

し
な
い
理
由
が

わ
か
ら
な
い
。

超
過
負
担
分
だ

け
で
も
市
民
に

返
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
中
貝

と
い
う
貝
の
殻

が
開
く
ま
で
、
実
現
す
る
ま

で
言
い
続
け
る

答　

期
待
を
さ
れ
な
い
方
が

い
い
。

農
業
共
済
条
例
改
正
は

農
業
共
済
条
例
改
正
は

農
業
振
興
と
な
る
か

農
業
振
興
と
な
る
か

問　

国
の
農
業
災
害
補
償
法

が
、
農
業
保
険
法
に
改
正
さ

れ
、
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
提
案
だ
が
、
ど
こ
が
変
わ

り
、
農
業
者
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど

う
か

答　

農
作
物
共
済
・
水
稲
・

麦
は
当
然
加
入
か
ら
任
意
加

入
と
な
る
。

問　

こ
れ
ま
で
は
、
無
事
戻

し
制
度
が
あ
っ
た
が
、
条
例

改
正
で
、
こ
の
制
度
は
な
く

な
る
の
か
。
掛
け
捨
て
と
な

る
の
か

答　

無
事
戻
し
金
は
廃
止
さ

れ
る
。
結
果
的
に
は
掛
け
捨

て
と
な
る
。

専
門
職
大
学
・
市
の

専
門
職
大
学
・
市
の

負
担
負
担

問　

専
門
職
大
学
用
地
を
市

が
買
収
し
、
県
に
無
償
貸
与

と
旧
訓
練
校
の
解
体
費
と
無

償
貸
与
、
ま
た
大
学
の
運
営

に
８
億
円
の
寄
付
を
す
る
が
、

建
設
費
に
市
の
費
用
分
担
を

協
議
す
る
と
言
う
知
事
の
発

言
が
あ
る
が
ど
う
か

答　

建
設
費
の
80
億
円
は
、

用
地
費
が
入
っ
て
の
ア
バ
ウ

ト
な
金
額
だ
ろ
う
。
そ
れ
以

上
の
負
担
は
な
い
。

問　

赤
字
に
は
基
金
を
充
当
、

故
に
基
金
残
高
は
大
き
く
減

少
し
続
け
、
厳
し
い
財
政
状

況
は
変
わ
ら
な
い
中
で
、
持

続
可
能
な
行
政
を
目
指
し
経

費
節
減
を
進
め
る
と
し
て
い

る
が
、
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
る
20
年
30
年
40
年
先
を
見

据
え
、
将
来
に
わ
た
り
健
全

な
行
政
運
営
が
持
続
可
能
で

あ
る
と
提
唱
で
き
る
の
か

答　

未
来
を
見
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
将
来
世

代
へ
与
え
る
多
く
の
影
響
に

は
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

市
の
歳
入
歳
出
を
し
っ
か
り

見
定
め
、
未
来
の
た
め
に
人

口
減
少
ト
レ
ン
ド
に
合
う
よ

う
な
ま
ち
の
あ
り
方
に
積
極

的
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

平
成
32
年
、
合
併
特
例
債

が
な
く
な
り
地
方

交
付
税
も
減
少
、

さ
ら
に
人
口
減
少

に
よ
り
市
税
収

入
・
使
用
料
も
減

る
。
多
く
の
人
々

の
た
め
に
造
ら
れ

た
施
設
な
ど
を
ゼ

ロ
に
す
る
わ
け
に

い
か
な
い
。
し
ば

ら
く
は
、
わ
ず
か

な
人
々
で
支
え
て

い
く
し
か
な
い
。

歳
入
増
に
は
滞
納

額
の
減
少
、
使
用

料
・
手
数
料
の
適

正
化
、
ふ
る
さ
と

納
税
拡
充
や
財
産
処
分
な
ど

新
た
な
財
源
確
保
を
考
え
る
。

歳
出
減
額
は
事
務
事
業
の
効

率
化
、
各
施
設
の
効
率
的
運

営
と
統
廃
合
、
人
件
費
抑
制

が
必
要
で
あ
る
。

　

施
設
の
機
械
設
備
の
維
持

管
理
な
ど
の
業
務
の
包
括
管

理
委
託
を
検
討
し
て
い
く
。

水
道
事
業
の
運
営
も
但
馬
で

連
携
を
図
る
。
危
機
管
理
の

点
で
民
営
化
は
行
わ
な
い
。

子
育
て
な
ど
の
無
料
化
は
国

策
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

問　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ

の
考
え
は

答　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

主
体
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で

暮
ら
し
や
す
い
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
は
生
活
の
利
便
性
や

行
政
コ
ス
ト
の
効
率
性
の
面

で
有
効
な
視
点
と
考
え
る
。

市
は
広
大
な
地
域
を
有
し
、

市
民
が
そ
の
地
域
に
愛
着
を

持
ち
生
活
を
し
て
い
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
の
程
度
に
よ
る
が

難
し
い
課
題
も
あ
る
と
認
識

す
る
。

椿野　仁司 議員
（とよおか市民クラブ）

村岡　峰男 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

豊
岡
市
の
将
来
は
？

大
丈
夫
？

市
民
税
の
超
過
負
担
は
、

　
　
　
　

廃
止
す
べ
き
だ

豊岡の未来？　雲の彼方のその先の先は…

専門職大学、こんな校舎になるのかな…

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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子
ど
も
の
貧
困

子
ど
も
の
貧
困

問　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、

就
学
援
助
制
度
利
用
者
に
対

す
る
29
年
度
実
施
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
課
題
、
問
題
点
は

何
か

答　

10
月
ご
ろ
を
目
途
に
と

り
ま
と
め
中
で
あ
る
。
現
時

点
で
の
問
題
点
は
、
生
活
費

全
般
の
確
保
が
最
も
高
く
、

教
育
面
で
は

希
望
す
る
学

校
ま
で
進
学

さ
せ
る
お
金

が
な
い
世
帯

60
・
１
％
と

高
い
割
合
に

な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧

困
は
要
す
る

に
親
の
貧
困

で
あ
る
。
市

と
し
て
何
が

で
き
る
か
、

し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き

た
い
。

母
子
家
庭
等
医
療
費

母
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
助
成

問　

母
子
家
庭
の
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
の
所
得
制

限
を
緩
和
で
き
な
い
か

答　

本
市
で
独
自
に
福
祉
医

療
費
の
助
成
の
規
則
を
制
定

し
て
支
給
し
て
い
る
。
本
年

８
月
か
ら
一
部
緩
和
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
市
単
独
で

所
得
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

塾
代
助
成
制
度

塾
代
助
成
制
度

問　

中
学
生
の
就
学
援
助
者

の
塾
代
の
助
成
は
ど
う
か

答　

豊
岡
が
ん
ば
り
タ
イ
ム

に
お
い
て
地
域
人
材
を
活
用

し
た
個
別
の
学
習
指
導
を
放

課
後
に
行
う
。
実
情
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

市
費
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
配
置
す
る
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

※※
グ
ル
グ
ル
病
院
・

グ
ル
グ
ル
病
院
・

　
　

グ
ル
グ
ル
生
活

　
　

グ
ル
グ
ル
生
活

問　

医
療
機
関
が
診
療
報
酬

の
た
め
に
転
院
を
繰
り
返
さ

せ
よ
う
と
し
た
場
合
、
福
祉

事
務
所
は
把
握
で
き
る
か

答　

医
療
機
関
か
ら
受
給
者

を
転
院
さ
せ
る
場
合
、
事
前

に
必
要
理
由
、
予
定
先
を
記

載
し
た
連
絡
表
の
提
出
を
求

め
、
福
祉
事
務
所
と
し
て
転

院
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

過
去
の
水
害
や
土
砂
災

害
の
経
験
で
、
す
べ
て
の

ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
た
か

答　

過
去
の
経
験
が
役
に
立

た
な
い
事
例
も
増
え
て
い
る
。

他
方
で
、
気
象
台
、
ウ
ェ
ザ

ー
ニ
ュ
ー
ズ
社
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
進
路
予
測
、
国
土
交
通

省
と
も
情
報
交
換
し
て
、
市

民
に
避
難
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
対
応
能
力
は
飛
躍
的

に
上
が
っ
て
い
る
が
、
結
局
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
逃
げ
る
と

い
う
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
、

何
の
意
味
も
な
い
。
一
人
一

人
が
災
害
対
応
能
力
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
と

考
え
る
。

問　

災
害
ご
み
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
災
害
時
の
応
援

協
定
の
基
準
は
ど
う
か

答　

災
害
ご
み
は
、
比
較
的

小
規
模
な
災
害
か

ら
適
用
。
臨
時
に

地
区
の
集
積
場
を

設
置
し
た
場
合
、

区
長
か
ら
の
報
告

に
も
と
づ
い
て
、

市
が
回
収
。
個
人

持
込
み
は
、
罹
災

証
明
書
な
ど
を
提

示
し
て
減
免
を
受

け
る
。
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
は
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場

合
に
設
置
。
災
害

時
応
援
協
定
は
、

全
市
的
に
対
応
が

必
要
な
場
合
に
要
請
し
た
い
。

問　

通
行
止
め
情
報
の
対
応

状
況
は
ど
う
か

答　

現
在
の
通
行
止
め
情
報

は
路
線
名
の
み
で
、
具
体
的

な
範
囲
が
わ
か
ら
な
い
。

　

今
後
、
国
道
、
県
道
を
含

む
市
内
の
幹
線
道
路
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
略

図
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
。

問　

防
災
マ
ッ
プ
に
高
齢
者

世
帯
を
落
と
し
込
む
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か

答　

防
災
マ
ッ
プ
に
高
齢
者

宅
を
入
れ
る
の
を
行
政
が
一

元
的
に
や
る
の
は
不
可
能
。

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
３
種
類
の
マ
ッ
プ

を
準
備
。
浸
水
深
や
土
砂
災

害
の
危
険
度
の
防
災
マ
ッ
プ
、

避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
考
え
て

い
た
だ
く
標
高
マ
ッ
プ
、
そ

し
て
高
齢
者
や
そ
の
地
域
固

有
の
危
険
箇
所
を
書
き
込
ん

で
も
ら
う
た
め
の
白
図
。
地

域
で
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
期
待
し
て
い
る
。

清水　　寛 議員
（新風とよおか）

石津　一美 議員
（豊岡維新の会）

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
は

子
ど
も
の
貧
困
と

　
　
　

生
活
保
護
関
連

少しずつ、でも着実に工事が進む治水事業（浅倉付近）

生活困窮者の支援

※
グ
ル
グ
ル
病
院
・
グ
ル
グ
ル
生
活
と
は　

短
期
間
に
複
数
の
病
院
で
転
院
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繰
り
返
す
生
活
の
こ
と

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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観
光
ビ
ジ
ョ
ン

観
光
ビ
ジ
ョ
ン

問　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

目
的
は
ど
こ
に
あ
る
か

答　

観
光
産
業
、
大
交
流
が

市
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
に

と
っ
て
ど
う
い
う
意
義
を
持

つ
の
か
、
そ
の
こ
と
を
押
さ

え
、
可
能
性
を
探
る
。

問　

専
門
職
大
学
が
豊
岡
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
ビ
ジ
ョ
ン

で
そ
の
役
割
に
つ
い
て
言
及

す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

ビ
ジ
ョ
ン
は
専
門
職
大

学
の
中
身
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
狙
っ
て
は
い
な
い
。

　

し
か
し
、
両
者
が
求
め
て

い
る
も
の
は
か
な
り
合
致
し

て
い
る
の
で
大
い
に
影
響
を

与
え
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
で
は
滞
在
型
、
体
験
型

の
農
山
村
漁
村
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
強
化
が
必
要
だ
。
来
年

の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
誘

客
対
策
を
考
え
て
い
る
か

答　

豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
中
心
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
強
め
て
い
る
。
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
商
品
化
し
、
豊

岡
へ
の
誘
客
を
導
き
た
い
。

学
力
の
向
上

学
力
の
向
上

問　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
多

様
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
国
語
力

が
求
め
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う

な
教
育
を
行
っ

て
い
る
か

答　

全
国
学
力

調
査
結
果
を
分

析
し
た
結
果
、

書
く
こ
と
に
課

題
が
あ
る
。
自

分
の
考
え
の
説

明
、
話
し
合
い

や
発
達
段
階
に

応
じ
た
条
件
設

定
で
書
く
こ
と

の
指
導
な
ど
授

業
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
読
書

が
国
語
力
に
及
ぼ
す
影
響
が

大
き
い
の
で
読
書
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活

用
状
況
と
成
果
は
ど
う
か

答　

実
践
事
例
集
を
参
考
に

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
工
夫
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

専
門
人
材
に
よ
る
研
修
や

外
部
人
材
の
活
用
な
ど
に
よ

り
教
師
の
負
担
軽
減
を
考
え

た
い
。　

学
校
通
学
路
の
安
全

学
校
通
学
路
の
安
全

対
策
対
策

問　

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
、
改
修
費
の
財
政
支
援
の

制
度
が
必
要
と
考
え
る
が

答　

県
は
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
撤
去
に
つ
い
て
、
支

援
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

市
で
は
、
こ
れ
を
受
け
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に

つ
い
て
、
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

問　

学
校
園

の
耐
震
化
・

老
朽
化
対
策

は
ど
う
か

答　

耐
震
化

は
、
29
年
度

ま
で
11
校
に

落
下
防
止
対

策
を
実
施
。

30
年
度
か
ら

31
年
度
に
か

け
て
９
校
実

施
し
、
残
る

小
学
校
も
引

き
続
き
実
施

す
る
。
老
朽
化
対
策
は
、
学

校
施
設
の
個
別
施
設
計
画
を

策
定
し
、
計
画
的
に
実
施
す

る
。

問　

避
難
訓
練
の
定
期
実
施

と
地
域
の
共
助
お
よ
び
、
防

災
無
線
の
活
用
は
ど
う
か

答　

訓
練
を
定
期
的
に
実
施

す
る
こ
と
は
、
地
域
の
自
助

努
力
、
共
助
努
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
た
め
、
今
後
と
も

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
巧
み
に
使
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
情
報
を
伝

え
て
い
く
。

肺
炎
は
、
死
因
第
三

肺
炎
は
、
死
因
第
三

位
の
重
大
な
疾
患

位
の
重
大
な
疾
患

問　

定
期
接
種
で
き
な
か
っ

た
市
民
の
た
め
に
、
救
済
措

置
を
取
る
べ
き
と
思
う
が

答　

接
種
者
個
人
の
重
症
化

予
防
を
主
目
的
と
す
る
定
期

接
種
と
な
っ
て
お
り
、
接
種

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
、

考
え
て
い
な
い
。

申
請
用
紙
の
簡
素
化

申
請
用
紙
の
簡
素
化

問　

市
に
提
出
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
申
請
用
紙
に
、
記
入
例

を
同
封
す
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
窓
口
業
務
の
簡
素
化
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
か

答　

市
民
課
の
申
請
書
で
記

載
例
の
添
付
が
、
３
分
の
１

と
い
う
実
態
が
あ
る
。
市
民

の
方
に
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
記
載
例
の
添

付
を
す
る
。

芦田　竹彦 議員
（豊岡市議会公明党）

井垣　文博 議員
（とよおか市民クラブ）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
救
済
措
置
の
必
要
性

豊
岡
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
！

豊岡の観光の宝・竹野の海

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う

受けましょう！　肺炎球菌ワクチン接種
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問　

空
振
り
を
恐
れ
な
い
早

目
の
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

に
つ
い
て
市
の
考
え
方
は
ど

う
か

答　

世
界
中
の
災
害
の
実
態

に
お
い
て
も
、
人
は
逃
げ
遅

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

逃
げ
な
い
自
分
を
逃
が
す
巧

み
な
技
を
身
に
着
け
る
必
要

が
あ
る
。

　

余
り
に
早
い
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
は
実
効
性
が
乏
し

く
、
切
迫
感
が
伝
わ
ら
な
い
。

重
々
気
を
つ

け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と

思
う
。

問　

こ
の
10

年
間
で
避
難

率
は
ア
ッ
プ

し
た
の
か

答　

デ
ー
タ

を
取
っ
て
い

な
い
の
で
分

か
ら
な
い
。

今
後
、
何
ら

か
の
方
法
で

確
認
で
き
な

い
か
、
宿
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

問　

医
療
支
援
が
必
要
な
人

は
、
誰
が
ど
う
や
っ
て
助
け

る
の
か

答　

自
主
防
災
組
織
や
近
所

の
人
に
任
せ
ら
れ
な
い
た
め
、

消
防
本
部
で
対
応
し
た
い
。

問　

消
防
団
員
や
地
域
の
方

々
は
、
有
事
の
際
に
無
理
を

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
が
、

対
策
は
ど
う
か

答　

命
を
懸
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。
救
助
は
自
分
の
安
全

確
保
が
で
き
て
か
ら
と
い
う

こ
と
を
徹
底
し
た
い
。

猛
暑
対
策

猛
暑
対
策

問　

小
さ
な
命
を
あ
ず
か
る

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
の
猛
暑
対
策
は
ど
う

す
る
の
か

答　

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
の
空
調
設
備
整
備
は
、
ほ

ぼ
で
き
て
い
る
。

　

幼
稚
園
は
夏
季
休
業
が
あ

る
た
め
整
備
さ
れ
ず
に
き
た

が
、
整
備
を
検
討
し
た
い
。

貧
困
対
策

貧
困
対
策

問　

市
民
の
所
得
を
増
や
す

こ
と
が
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
ど
う
か

答　

市
は
賃
上
げ
を
推
進
す

る
立
場
に
な
い
。

問　

生
活
保
護
予
備
軍
の
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
実
態
調
査

は
し
な
い
の
か

答　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
実

態
調
査
は
し
な
い
。

神
鍋
線
２
０
０
円
バ
ス

神
鍋
線
２
０
０
円
バ
ス

問　

こ
の
１
年
の
協
働
運
行

に
対
す
る
所
見
と
10
月
以
降

の
方
向
性
は
ど
う
か

答　

地
元
で
は
、
乗
っ
て
も

ら
う
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
続

け
ら
れ
、
地
域
づ
く
り
と
地

域
で
の
団
結
で
大
き
な
成
果

が
あ
っ
た
。
利
用
者
数
は
事

業
継
続
の
目
安
10
万
人
は
達

成
す
る
見
込
み
。

　

地
域
・
運
行
事
業
者
・
市

の
３
者
が
一
体
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

路
線
維
持
に
向
け
、
毎
年
運

行
状
況
を
分
析
・
評
価
し
、

持
続
可
能
な
運
行
計
画
を
検

討
す
る
。
９
月
末
で
の
利
用

実
績
を
見
据
え
、
４
月
以
降

の
運
行
計
画
を
決
定
す
る
。

　

市
は
、
こ
の
取
り
組
み
が

路
線
維
持
に
必
要
不
可
欠
と

考
え
、
今
後
も
継
続
し
て
連

携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

問　

新
型
機
就
航
後
の
運
航

状
況
は
ど
う
か

答　

８
月
末
ま
で
の
就
航
便

数
は
４
４
２
便
、
欠
航
は
26

便
。
し
か
し
、
15
分
以
上
の

遅
延
便
が
１
４
３
便
あ
る
。

飛
行
機
が
九
州
方
面
を
飛
行

す
る
間
に
、
搭
乗
手
続
、
天

候
不
順
で
遅
れ
が
発
生
し
、

最
終
に
就
航
す
る
但
馬
便
で

遅
延
が
発
生
。

　

こ
の
状
況
を
市
で
は
重
く

受
け
取
り
、
改
善
申
し
入
れ

を
行
う
。

問　

運
賃
助
成
の
検
証
と
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か

答　

構
成
団
体
と
の
関
係
も

あ
り
市
単
独
で
の
検
討
は
難

し
い
。
構
成
団
体
と
連
携
を

図
り
考
え
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策

通
学
路
の
安
全
対
策

問　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

通
後
の
村
岡
方
面
の
通
学
路

安
全
対
策
は
ど
う
か

答　

十
戸
か
ら
石
井
の
間
で

27
年
度
か
ら
側
溝
の
ふ
た
掛

け
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の

設
置
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

現
在
十
戸

地
区
の
側
溝

の
ふ
た
掛
け
、

ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
の
設
置
工

事
中
。
最
も

狭
い
区
間
の

張
出
歩
道
90

ｍ
も
30
年
度

着
手
す
る
予

定
。

井上　正治 議員
（とよおか市民クラブ）

足田　仁司 議員
（ひかり）

地
域
公
共
交
通
事
業
対
策

災
害
時
、

人
は
な
ぜ
逃
げ
な
い
の
か

みんなで避難訓練

「協働運行中」神鍋線 200円バス

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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バッファゾーンや金網柵で農地を守る

問　

県
へ
貸
与
す
る
土
地
の

購
入
費
や
市
の
固
有
事
務
で

な
い
事
業
に
地
域
振
興
基
金

を
充
て
る
こ
と
が
適
切
か
。

県
が
許
可
し
た
合
併
特
例
債

を
使
っ
て
県
の
た
め
に
土
地

を
提
供
す
る
図
式
に
と
ら
え

ら
れ
な
い
か
。
基
金
は
、
合

併
に
よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
た

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
財
源
に
充
て
る
べ
き
で
は

答　

大
学
の
設
置
は
地
域
振

興
に
有
効
な
施
策
で
あ
り
基

金
を
使
い
た
い
。
基
金
に
は

起
債
の
条
件
を
外
す
ね
ら
い

が
あ
り
、
使
う
と
き
に
し
ば

り
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
ち
の
形
成
に
と
っ
て
一
部

で
も
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、

む
し
ろ
積
極
的
に
使
っ
て
も

い
い
と
理
解
し
て
い
る
。

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備
や

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備
や

施
設
修
繕
の
予
算
流
用
等

施
設
修
繕
の
予
算
流
用
等

問　

金
網
柵
や
バ
ッ
フ
ァ
ゾ

ー
ン
整
備
事
業
が
、
地
域
や

地
区
か
ら
の
要
望
に
対
し
て

適
切
に
対
応
で
き
て
い
る
か

答　

金
網
柵
等
は
毎
年
す
べ

て
の
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
は
、
年
に

１
地
区
程
度
の
採
択
で
、
順

番
を
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

鳥
獣
被
害
は
個
人
の
力

だ
け
で
は
避
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
自
然
災
害
と
同
様
の

視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
な
い
か

答　

農
家
の
方
々
に
と
っ
て

は
災
害
に
違
い

な
い
と
思
っ
て

い
る
。
バ
ッ
フ

ァ
ゾ
ー
ン
の
面

積
要
件
の
検
討

の
ほ
か
、
※
森

林
環
境
譲
与
税

を
使
う
こ
と
も

研
究
し
て
い
る
。

問　

市
民
と
議

員
の
懇
談
会
で
、

建
物
の
根
幹
に

か
か
わ
る
屋
根

の
修
繕
を
何
年

要
望
し
て
も
予

算
が
な
い
と
断

ら
れ
て
い
る
、
と
説
明
が

あ
っ
た
。
施
設
の
機
能
や
維

持
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、

災
害
時
と
同
じ
よ
う
に
予
算

流
用
等
の
措
置
を
す
べ
き
で

は答　

施
設
の
長
寿
命
化
、
延

命
化
等
を
図
る
た
め
、
適
切

な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
の
施
設
の
あ
り
方

を
見
極
め
る
こ
と
、
工
法
等

十
分
調
整
し
た
い
。

問　

豊
岡
病
院
組
合
へ
の
分

賦
金
、
負
担
金
が
あ
る
。
大

変
厳
し
い
経
営
に
対
す
る
見

解
や
判
断
は
ど
う
か

答　

非
常
に
厳
し
い
と
認
識

し
て
い
る
。
医
師
不
足
、
診

療
科
の
医
師
の
偏
在
に
対
応

す
る
た
め
、
29
年
度
か
ら
改

革
プ
ラ
ン
２
０
１
７
を
作
り
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

豊
岡
病
院
組
合

と
連
携
し
、
一

緒
に
な
っ
て
支

援
し
て
い
く
。

問　

人
口
減
少
、

市
税
収
入
の
減

少
見
と
お
し
の

中
で
職
員
数
、

人
件
費
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

答　

市
の
職
員

数
は
か
な
り
多

い
方
で
あ
る
。

人
口
減
少
に
比

例
し
て
減
ら
す

の
も
一
つ
の
流

れ
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
で
ど

の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て

い
く
か
に
あ
る
。
今
後
と
も

業
務
効
率
生
産
性
を
上
げ
て

い
く
た
め
、
職
員
が
不
断
の

努
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
必

須
の
条
件
で
あ
る
。

専
門
職
大
学

専
門
職
大
学

問　

18
歳
人
口
は
減
少
、
大

学
存
続
が
厳
し
い
中
、
専
門

職
大
学
は
地
方
創
生
、
人
口

減
少
対
策
の
切
り
札
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
勝
算
は

あ
る
の
か

答　

人
口
減
の
中
で
た
く
さ

ん
の
大
学
は
既
に
あ
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
突
出
し
た

も
の
を
つ
く
る
。

　

海
外
の
学
生
を
呼
び
入
れ

る
こ
と
も
検
討
、
地
域
の
活

性
化
に
役
立
た
せ
る
努
力
を

し
て
い
く
。

岩
屋
峠
の
事
業
進
捗

岩
屋
峠
の
事
業
進
捗

問　

主
要
地
方
道
宮
津
養
父

線
岩
屋
峠
部
の
事
業
進
捗
は

ど
う
か
。
通
行
規
制
時
の
案

内
表
示
を
分
り
や
す
く
し
て

ほ
し
い

答　

26
年
度
か
ら
事
業
化
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
本
工
事
に

着
手
す
る
。
今
後
も
着
実
に

工
事
が
進
む
よ
う
要
望
し
て

い
く
。
通
行
止
め
の
看
板
、

情
報
提
供
等
、
よ
り
分
り
や

す
く
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。

福田　嗣久 議員
（とよおか市民クラブ）

松井　正志 議員
（とよおか市民クラブ）

29
年
度
決
算
と

長
期
財
政
見
と
お
し

専
門
職
大
学
の
土
地
取
得

地
域
振
興
基
金
が
適
切
か

市民の安心の砦（公立豊岡病院）

※
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
と
は　

国
が
検
討
中
の
譲
与
税
で
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
を
財
源
と
し
て
、
森

林
整
備
等
の
た
め
に
地
方
自
治
体
へ
交
付
さ
れ
る
も
の
。

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

国
は
平
成
26
年
か
ら

「
よ
ろ
ず
支
援
」
と
い
う
名

で
47
都
道
府
県
に
拠
点
を
置

き
、
無
料
で
中
小
企
業
支
援

を
本
気
で
始
め
て
い
る
。

　

最
近
全
国
の
21
の
自
治
体

が
無
料
で
中
小
企
業
支
援
を

支
援
す
る
た
め
に
新
し
い
認

定
支
援
機
関
を
つ
く
り
、
そ

の
結
果
成
功
す
る
企
業
が
増

え
、
当
然
市
に
税
収
が
増
え

て
い
る
と
聞
く
。
市
は
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
か

答　

市
も
研
究
を
重
ね
て
い

る
。
運
営
に
多
額
の
コ
ス
ト

を
要
す
る
も
の
で
慎
重
に
見

極
め
て
い
る
。
現
在
商
工
会

で
は
伴
走
型
支
援
で
販
売
拡

大
や
新
事
業
の
展
開
に
成
功

し
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ

る
。
さ
ら
に
効
率
を
上
げ
る

た
め
に
内
発
型
産
業
育
成
に

関
わ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

を
各
支
援
機
関
か
ら
意
見
を

聞
き
、
強
化
や
相
互
協
力
の

で
き
る
組
織
を
つ
く
る
の
か
、

新
た
な
産
業
支
援
機
関
を
つ

く
る
の
か
を
で
き
る
だ
け
早

く
ま
と
め
上
げ
る
。

問　

商
工
会
、
商
工
会
議
所

の
支
援
数
が
１
万
件
弱
で
あ

り
頑
張
っ
て
い
る
。
競
い
合

い
な
が
ら
や
る
こ
と
も
大
事
。

静
岡
県
富
士
市
の
※f-Biz

が

全
国
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
お
り
、

累
計
３
万
件
の
支
援
実
績
が

あ
る
。
以
前
行
政
側
も
視
察

に
行
き
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
ら

れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
そ
の

後
進
ま
な
い
理

由
は
何
か

答　

や
は
り
運

用
費
用
が
か
か

る
こ
と
が
原
因
。

福
知
山
市
の
ど

っ
こ
い
せB

iz

は
年
間
３
千
万

円
ほ
ど
費
用
が

か
か
っ
て
お
り
、

内
容
は
評
判
が

良
い
と
聞
く
。

評
価
は
こ
れ
か

ら
。

　

市
で
は
商
工

会
・
商
工
会
議

所
と
金
融
機
関

が
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
経
営

塾
や
経
営
支
援
も
行
っ
て
い

て
、
市
が
こ
れ
ら
と
組
ん
で

支
援
す
る
こ
と
も
一
つ
の

手
段
で
あ
る
。
従
っ
て
市

と
し
てf-B

iz

の
よ
う
な
取

り
組
み
は
現
在
と
し
て
は

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
状
態
で
あ

る
。f-B

iz

の
よ
う
な
支
援

機
関
を
つ
く
る
こ
と
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

快
適
な
環
境
で
学
習
を

快
適
な
環
境
で
学
習
を

問　

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に

関
し
て
、
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

で
の
平
均
の
利
用
率
、
一
人

あ
た
り
の
時
間
、
空
間
に
つ

い
て
は
ど
う
か

答　

全
て
の
小
学
校
に
エ
ア

コ
ン
設
置
状
況
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
各
校
に
２
部
屋
以

上
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
整
備

を
目
標
に
検
討
し
、
児
童
数

の
多
い
五
荘
、
日
高
、

豊
岡
、
八
条
小
学
校

に
つ
い
て
は
３
部
屋

以
上
に
な
る
よ
う
に

調
整
し
て
い
る
。
今

回
の
整
備
は
、
緊
急

対
策
と
し
て
短
期
間

で
で
き
る
工
事
を
行

う
た
め
、
児
童
数
に

配
慮
は
し
て
い
る
が
、

面
積
は
平
等
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

問　

31
年
度
中
に
対

応
す
る
学
校
が
ほ
と

ん
ど
で
32
年
度
対
応

の
小
学
校
が
７
校
残

っ
て
い
る
。
前
倒
し

が
必
要
だ
が
ど
う
か

答　

で
き
る
だ
け
早

く
全
校
に
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

に
加
え
、
工
事
が
で
き
る
期

間
が
ま
と
ま
っ
た
休
み
で
し

か
で
き
な
い
。
今
後
も
で
き

る
限
り
の
知
恵
を
働
か
せ
１

校
で
も
早
く
で
き
る
よ
う
に

努
力
を
す
る
。

動
き
始
め
た
専
門
職
大
学

動
き
始
め
た
専
門
職
大
学

問　

近
年
隣
接
す
る
地
域
で
、

私
立
大
学
か
ら
公
立
大
学
へ

変
更
し
た
こ
と
で
、
定
員
に

達
し
な
か
っ
た
受
験
生
を
、

大
き
く
増
加
さ
せ
た
大
学
の

例
も
あ
る
。

　

定
員
に
対
す
る
受
験
生
の

見
込
み
は
ど
う
か

答　

今
回
の
大
学
は
、
国
公

立
の
大
学
と
し
て
は
、
演
劇

を
体
系
立
て
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
唯
一
の
大
学
と
な
る
。

リ
ー
ダ
ー
は
、
日
本
を
代
表

す
る
劇
作
家
、
平
田
オ
リ
ザ

氏
で
あ
る
。
他
の
同
様
の
大

学
と
の
関
係
で
、
競
争
力
は

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
定
員
に
対
す
る
学
生

の
確
保
は
必
ず
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

土生田仁志 議員
（新風とよおか）

竹中　　理 議員
（豊岡市議会公明党）

市
内
全
小
学
校
普
通
教
室
へ

エ
ア
コ
ン
対
応
を

中
小
企
業
の
支
援
拡
大
を

涼しい教室　使えるかな？

富士市産業支援センター（f-Biz）

※f-Biz

と
は　

静
岡
県
富
士
市
の
行
政
発
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
こ
と

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

兵
庫
県
下
で
３
歳
ま
で

医
療
費
が
一
部
有
料
は
、
本

市
だ
け
だ
。
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
の
実
現
性
は
ど
う
か

答　

医
療
費
制
度
は
、
相
互

扶
助
の
制
度
だ
。
本
来
な
ら

３
割
払
う
べ
き
と
こ
ろ
、
１

回
４
０
０
円
、
一
月
２
回
ま

で
と
し
、
１
億
２
２
０
０
万

円
の
支
援
を
既
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
無
料
化
す
る
と
、
年

間
６
７
０
０
万
円
が
必
要
だ
。

15
年
間
で
約
10
億
円
と
な
り
、

補
助
金
と
合
わ
せ
て
中
学
校

が
１
校
で
き
る
。
こ
れ
だ
け

の
税
金
を
使
っ
て
何
を
達
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

納
得
で
き
る
提
案
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
な
い
。
子
育
て

支
援
は
、
医
療
供
給
体
制
の

充
実
、
教
育
、
保
育
の
水
準
、

放
課
後
児
童
対
策
、
図
書
館

の
整
備
等
総
合
的
に
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

問　

本
市
の
納
税
者
１
人
当

た
り
の
年
間
所
得
は
、
全
国

平
均
の
３
０
４
万
円
に
比
べ

て
約
２
３
８
万
円
と
約
66
万

円
少
な
い
。
所
得
の
低
い
住

民
は
仕
事
帰
り
に
２
割
、
３

割
安
い
食
材
を
求
め
て
ス
ー

パ
ー
に
行
く
。
ま
た
、
就
学

援
助
率
が
全
国
平
均
よ
り
６

ポ
イ
ン
ト
低
い
。
さ
ら
に
類

似
団
体
85
自
治
体
の
中
で
本

市
は
扶
助
費
が
一
番
低
い
。

子
ど
も
医
療
費
に
お
金
を
か

け
る
こ
と
は
何
ら
問
題
な
い

の
で
は
な
い
か

答　

扶
助
費
が
低
い
最
大
の

原
因
は
、
生
活
保
護
費
に
あ

る
。
豊
岡
で
は
小
学
校
か
ら

英
語
教
育
を
し
て
い
る
。
全

体
を
見
ず
に
一
部
だ
け
を
見

る
政
策
論
は
お
か
し
い
。

問　

「
い
の
ち
へ
の
共
感
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
中
に
「
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
を
つ

く
る
た
め
、
ま
ち
ぐ
る
み
で

子
育
て
支
援
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
あ
る
。
１
人

当
た
り
の
所
得
が
約
１
０
０

万
円
多
い
神
戸
市
で
す
ら
３

歳
未
満
は
無
料
だ
が
ど
う
か

答　

沖
縄
県
は
日
本
で
最
も

出
生
率
が
高
い
。
医
療
費
の

補
助
の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
低

い
方
だ
。

問　

昨
年
10
月
の
台
風
21
号

で
、
奥
山
川
左
岸
堤
防
２
か

所
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
た
。
工

事
は
発
注
さ
れ
て
い
る
が
出

水
期
で
着
手
で
き
な
い
。

平
成
16
年
に
も
つ
い
て
お
り

心
配
す
る
声
。
大
丈
夫
か

答　

出
水
期
で
あ
り
、
堤
防

を
切
る
な
ど
の
大
き
な
工
事

は
、
最
大
被
害
の
発
生
が
考

え
ら
れ
る
。
応
急
対
策
工
事

は
さ
れ
て
い
る
。

問　

出
水
期（
６
月
〜
10
月
）

ま
で
７
か
月
間
あ
っ
た
が
工

事
は
無
理
だ
っ
た
の
か

答　

大
き
な
災
害
で
あ
り
、

査
定
、
設
計
、
業
者
決
定
ま

で
時
間
が
か
か
る
。
県
も
緊

急
度
が
高
い
と
し
て
応
急
対

策
を
実
施
、
現
場
の
巡
視
も

強
化
を
依
頼
。
出
水
期
が
明

け
れ
ば
本
工
事
に
入
る
。

問　

谷
に
堰え

ん

堤て
い

が
造
ら
れ
て

い
る
。
古
い
も
の
は
土
砂
で

埋
ま
っ
て
い
る
が
撤
去
し
な

く
て
も
い
い
の
か

答　

砂
防
ダ
ム
は
渓
流
部
に

設
置
さ
れ
、
堆
積
す
る
こ
と

で
勾
配
が
緩
く
な
る
。
こ
の

こ
と
で
効
果
を
発
揮
す
る
。

土
砂
降
り
で
の
作
業

土
砂
降
り
で
の
作
業  

敬
意
と
感
謝

敬
意
と
感
謝  

問　

７
月
豪
雨
は
３
日
間
続

い
た
。
土
砂
降
り
の
中
、
消

防
団
は
土
の
う
を
積
む
。
警

戒
、
見
回
り
、
声
掛
け
な
ど

地
域
を
守
る
使
命
に
我
が
家

は
後
回
し
で
出
動
す
る
。
本

当
に
頭
が
下
が
る
。
市
民
の

安
心
を
保
障
し
て
く
れ
て
い

る
。
長
期
出

動
に
は
何
ら

か
の
待
遇
が

必
要
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
犠

牲
を
払
っ
て

市
民
の
た
め

に
頑
張
る
消

防
団
員
に
対

し
、
我
々
は

敬
意
を
表
し

て
い
る
だ
ろ

う
か
。

「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か答　

言
わ
れ
る
と
お
り
、
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り

に
は
頭
が
下
が
る
。
感
謝
し

て
い
る
。
待
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
報
酬
・
出
動
手
当
を

平
成
27
年
に
引
き
上
げ
、
但

馬
で
は
最
も
高
い
。
報
酬
等

引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い
。

感
謝
の
気
持
を
持
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
い
ろ
ん
な
形
で
伝
え
、

返
し
て
い
き
た
い
。

青山　憲司 議員
（ひかり）

子
ど
も
医
療
費
の

　
　
無
料
化
を
求
め
る
！

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

浸
食
さ
れ
た
奥
山
川
堤
防

応
急
措
置
で
大
丈
夫
か
！

平成29年10月の台風21号で浸食された奥山川（福住付近）

子ども医療費無料化で子育て家庭の
さらなる支援を！

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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問　

委
員
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
と
懇

談
し
た
。
交
付
金
で
全
て
を

や
っ
て
い
く
の
は
、
大
変
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
人

件
費
と
運
営
費
に
つ
い
て
は

将
来
も
出
し
続
け
て
は
ど
う

か答　

一
括
交
付
金
と
呼
ば
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
交

付
金
は
、
従
来
の
公
民
館
活

動
費
の
１
・
３
倍
を
均
等
割

と
人
口
割
に
応
じ
て
配
分
し
、

補
助
員
人
件
費
も
増
額
し
て

い
る
。
お
お
む
ね
３
年
間
の

各
組
織
の
決
算
状
況
を
み
て

検
証
し
、
見
直
す
必
要
が
あ

れ
ば
、
改
め
て
い
き
た
い
。

問　

将
来
、
指
定
管
理
に
な

っ
て
い
く
こ
と
へ
の
不
安
の

声
が
あ
る
。
36
年
度
か
ら
の

指
定
管
理
制
度
は
、
や
め
て

い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か

答　

基
本
的
に
は
指
定
管
理

の
方
向
だ
が
、
メ
リ
ッ
ト
だ

け
で
な
く
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
の
で
、
研
究
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

障
害
者
雇
用
の
現
状

障
害
者
雇
用
の
現
状

問　

平
成
30
年
４
月
か
ら
従

業
員
45
・
５
人
以
上
の
民
間

企
業
で
は
、
法
定
雇
用
率
と

し
て
２
・
２
％
以
上
の
割
合

で
障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務

が
あ
る
が
、
市
は
関
係
機
関

と
の
連
絡
体
制
な
ど
は
な
い

の
か

答　

県
全
体
で
の
障
害
者
雇

用
は
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
が
ど
れ
く

ら
い
か
と
い
う

こ
と
は
教
え
て

も
ら
え
な
い
。

障
害
者
雇
用
は

促
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の

で
、
30
年
度
は

重
点
的
に
取
り

組
み
た
い
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
が
協

力
し
て
、
障
害

者
の
就
職
先
を

探
し
て
い
る
と

聞
い
た
。
行
政
と
し
て
そ
う

い
う
援
助
も
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
ど
う
か

答　

市
の
障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
の
中
に
仕
事
部
会
を

設
け
て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
職
員
、
就
労
支
援
の
Ａ

型
、
Ｂ
型
の
事
業
所
の
方
々

と
一
緒
に
な
っ
て
障
害
者
雇

用
の
促
進
を
進
め
て
い
る
。　

豊
岡
の
教
育

豊
岡
の
教
育

問　

「
幼
児
教
育
・
保
育
及

び
放
課
後
児
童
の
あ
り
方
計

画
」
で
各
地
域
間
の
違
い
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

答　

地
域
間
で
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
計
画
を
検
討
し
て
い
く

中
で
違
い
は
出
て
く
る
こ
と

も
あ
る
。
計
画
を
策
定
す
る

中
で
住
民
説
明
会
を
開
き
ニ

ー
ズ
等
を
吸
い
上
げ
た
い
。

問　

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ

る
対
応
策
と
今
後
の
予
定
は

答　

保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
た

だ
、
ど
の
程
度
影
響
が
あ
る

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。　

問　

策
定
し
て
い
く
中
で
、

公
募
型
で
今
後
の
方
針
を
決

め
る
と
あ
る
が
ど
う
か

答　

今
回
は
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
業
者
委
託
し
、
豊

富
な
経
験
業
者
と
タ
ッ
グ
を

組
み
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
全
て
を
一
緒
に
や
っ
て
い

く
。

問　

中
学
３
年
生
に
よ
る

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
」
の
成
果
・
結
果

と
、
今
後
の
考
え
方
は

答　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を

基
本
に
３
日
間
活
動
を
行
っ

た
。
好
意
的
な
意
見
が
多
く

あ
っ
た
の
で
、
今
後
も
継
続

し
学
校
内
外
で
英
語
を
使
い

活
用
で
き
る
か
を
、
提
供
の

仕
方
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

地
方
創
生
で
の
観
光
戦
略

地
方
創
生
で
の
観
光
戦
略

問　

ア
ジ
ア
圏
に
対
す
る
ウ

ェ
ブ
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
外

国
で
の
戦
略
と
考
え
方
は

答　

ア
ジ
ア
圏
で
の
英
語
に

よ
る
ウ
ェ
ブ
広
告
の
効
果
は

低
い
が
、
現
時
点
で
は
引
き

続
き
英
語
を
基
本
に
欧
米
豪

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
く
。

ア
ジ
ア
に
関
し
て
は
、
多
元

化
の
必
要
性
か
ら
慎
重
に
協

議
し
て
い
き
た
い
。

問　

英
語
だ
け
で
な
く
、
や

は
り
相
手
の
立
場
に
立
っ
た

時
に
自
国
語
が
必
要
で
は

答　

も
う
す
で
に
検
討
・
研

究
を
し
て
お
り
、
状
況
を
見

き
わ
め
て
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
考
え
て
い
き
た
い
。

田中藤一郎 議員
（新風とよおか）

上田　伴子 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

教
育
と
経
済
！

ど
ち
ら
も
と
て
も
大
事

地
域
の
望
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

明るい未来はそこにある

コミュニティへのさらなる支援で活性化の促進を

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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議会を
傍聴して
ひと言

熱心なる質疑応答、
初めて議会を傍聴して
関心が高まった。

政策や問題点につい
て

市民の声をもっと単
刀

直入に質問、答えて
も

らいたい。

具体的内容でのやり取りが
必要か。もう少し激しく意
見交換してほしかった。
質問時間をこなすだけで、
もっと市民の声を集め自分
で調査し、市に対してぶつ
けていただきたい。

明確な回答が出るも
の

と出ないものがある
が

関心は高まった。

日曜、夜間に議会をして傍聴できる機会を増やしてほしい。

地域の事例をまじえて、
市民の声として質問し
てほしい。

議会がチェック機能を
働かせていることに
一安心しました。

市議会のようすが

よくわかった。

おもしろかった。

豊岡へ来て50年近くなりま
すが議会の敷居が高いと勝
手に考えていました。もっ
ともっと気楽にお伺いした
いと思いました。

議員さんは質問するために広い視野を
持って日々過ごさなければならないの
で大変ご苦労だと思います。
同様の質問を多くの議員の方がされて
いますが、もっとまとめて質問するな
どした方が時間的・日程も合理的では
ないかと思います。

防災対策の参考に
なりました。

他にもたくさんの
ご意見をいただきありがとう

ございました。皆さまからの貴重な
意見を参考にさせていただきながら、
今後の議会運営等に生かして

まいります。

問　

７
月
豪
雨
災
害
の
状
況

と
今
後
の
対
策
は

答　

７
月
の
豪
雨
内
水
の
問

題
で
、
国
道
１
７
８
号
の
卸

売
市
場
前
は
、
平
成
21
年
か

ら
22
年
に
道
路
の
か
さ
上
げ

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
台
風
に
よ
る
通
行
止
め

も
な
く
、
ク
リ
ア
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の

７
月
豪
雨
に
お
い
て
は
、
冠

水
に
よ
り
一
時
通
行
止
め
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
冠
水
の

軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
、
県
に
要
望
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

高
屋
の
豊
岡
斎
場
に
い
く

道
路
は
、
市
道
正
法
寺
岩
井

線
と
い
う
。
バ
ス
の
回
転
場

付
近
に
お
い
て
、
山
か
ら
の

流
水
に
つ
い
て
、
地
元
か
ら

も
要
望
を
受
け
て
い
る
。
集

水
桝
の
設
置
や
水
路
の
整
備

な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
７

月
豪
雨
に
お
い
て
も
、
山
か

ら
の
流
水
が
、
道
路
側
溝
、

市
道
へ
溢
水
、
民
家
側
に
も

流
水
し
た
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

（
仮
称
）
国
際
観
光
芸
術

（
仮
称
）
国
際
観
光
芸
術

専
門
職
大
学
に
つ
い
て

専
門
職
大
学
に
つ
い
て

問　

観
光
と
ア
ー
ト
の
関
係

性
は

答　

豊
岡
の
専
門
職
大
学
は
、

演
劇
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
る
と

い
う
の
が
、
一

番
の
基
本
に
な

っ
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
、

観
光
に
と
っ
て

も
大
切
な
ス
キ

ル
に
な
る
。
観

光
の
分
野
で
働

く
人
た
ち
は
必

ず
し
も
若
い
人

た
ち
の
あ
こ
が

れ
の
職
業
に

な
っ
て
い
な
い
。

ア
ー
ト
を
通
じ

て
、
観
光
の
分

野
に
も
行
け
る
。

観
光
に
関
心
の
あ
る
人
で
も

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
的
な

要
素
が
、
観
光
に
生
か
せ
る

の
だ
と
、
理
解
し
て
や
っ
て

く
る
。
魅
力
を
高
め
る
と
い

う
意
味
で
も
、
観
光
と
ア
ー

ト
の
親
和
性
は
、
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。

上田　倫久 議員
（新風とよおか）

奈
佐
川
お
よ
び
豊
岡
斎
場

周
辺
の
豪
雨
災
害
状
況
等

奈佐川氾濫危険水域の土のう積み（栃江橋下流）

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書

　
　

  

審
議
結
果　
　

不
採
択

　

２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
国
連
会
議
に
お
い
て
核
兵

器
の
全
面
禁
止
と
根
絶
を
目
的
と
し
た
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
が
、
１
２
２
の
国
地
域
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
条
約
は
、
核
兵
器
の
開
発
・
実
験
・
製
造
・
備
蓄
・
移

譲
・
使
用
、
及
び
威
嚇
と
し
て
の
使
用
な
ど
の
す
べ
て
の
活
動

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
完
全
に
核
の
な
い
世
界

を
め
ざ
す
も
の
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、

署
名
も
批
准
も
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

①
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
す
る
こ
と
。

②
衆
議
院
・
参
議
院
両
院
に
お
い
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批

准
す
る
こ
と
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

審
議
結
果　
　
全
会
一
致
で
可
決

　

２
０
１
８
年
夏
、
気
温
な
ど
気
象
状
況
は
、
異
常
と

も
い
え
る
高
温
が
続
き
、
各
地
で
観
測
史
上
最
高
の
気

温
が
記
録
さ
れ
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
も
各
地
で
発

生
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を

す
べ
て
の
国
が
実
現
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向

け
て
次
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

①
京
都
議
定
書
を
結
ん
だ
国
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
で
、

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
が
実
効
性
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
す
べ
て
の
企
業
・
自
治
体
に
目
標
実
現
を
求
め
る
こ
と
。

③
地
方
自
治
体
に
お
け
る
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、
環
境
学
習
、
環

境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
な
ど
の
取
組
み

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
気
候
変
動
に
対
す
る
適
応
の

た
め
の
施
策
に
対
し
て
財
政
面
を
含
め
強
力
に
支
援
す
る
こ

と
。

陳
情
第
２
号　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
使
用
に
関
す
る
陳
情
書

　
　

審
議
結
果　
　

不
採
択

提
出
者

女
声
合
唱
団
カ
モ
ミ
ー
ル　

代
表　
小
西　

洋
子

　

７
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル
の
使
用
に
関
し
、
再
開
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、

委
員
よ
り
「
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
は
、
す
で

に
閉
鎖
の
決
定
が
下
さ
れ
、
今
後
は
、
出
石
市
民
ホ
ー
ル
の
拡

張
、
練
習
場
の
確
保
等
に
つ
い
て
最
善
の
努
力
を
願
う
」
と
の

不
採
択
意
見
や
「
６
月
議
会
で
当
委
員
会
の
審
査
結
果
は
採
択

で
あ
っ
た
が
、
本
会
議
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
本
陳
情

は
採
択
す
べ
き
」
と
の
採
択
意
見
が
な
さ
れ
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
採
決
を
行
い
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
さ
れ

た
。

本
会
議
で
の
採
決

　

委
員
長
報
告
に
対
し
、
会
派
「
新
風
と
よ
お
か
」
「
と
よ
お

か
市
民
ク
ラ
ブ
」
議
員
か
ら
賛
成
討
論
が
、
会
派
「
日
本
共
産

党
・
あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団
」
議
員
よ
り
反
対
討
論
が
行

わ
れ
た
。
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
委
員
長
報
告

の
と
お
り
不
採
決
と
な
っ
た
。

意　

見　

書

陳　
　
　

情

11月26日㈪
 27日㈫
 28日㈬
 29日㈭
 30日㈮
12月 1日㈯
 2日㈰
 3日㈪
 4日㈫
 5日㈬
 6日㈭
 7日㈮
 8日㈯
 9日㈰
 10日㈪
 11日㈫
 12日㈬

議会運営委員会

定例会（開会日）

質疑・質問通告〆切

一般質問
一般質問
一般質問

11
月
30
日
㈮　

９
時
30
分
開
会

①
定
例
会
（
一
般
質
問
）
終
了
後
に
開
催
し
ま
す
。

②
総
務
、
文
教
民
生
、
建
設
経
済
の
３
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

③
議
会
広
報
広
聴
、
人
口
減
少
対
策
等
調
査
、
防
災
対
策
調
査
の
３
特
別
委

員
会
は
、
予
算
決
算
委
員
会
終
了
後
ま
た
は
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

定
例
会
は
市
の
議
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

一
時
保
育
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
１
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
豊
岡
市
議
会
事
務
局　

☎
０
７
９
６

－

23

－

１
１
１
９

12月 13日㈭
 14日㈮
 15日㈯
 16日㈰
 17日㈪
 18日㈫
 19日㈬
 20日㈭
 21日㈮
 22日㈯
 23日㈰
 24日㈪
 25日㈫
 26日㈬
 27日㈭
 28日㈮

一般質問・予算決算委員会審査①

委員会審査（常任委員会）／分科会審査②

予算決算委員会審査／委員会審査（特別委員会）③

（天皇誕生日）
（振替休日）

定例会（閉会日）

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

（
11
／
30
〜
12
／
26
開
催
予
定
）

意
見
書
・
請
願
・
陳
情

意見書の
要　　旨

意見書の
要　　旨

委員長報
告の要旨



議会運営委員会（８月９日～10日）

○ 2018.11.25　とよおかし議会だより19

図書館本館リニューアル後の
現状等について

（豊岡市立図書館・京町）
　リニューアル工事
が完了し、７月14日に
オープンした。
　１階の視聴覚ブー
ス約80㎡を愛称「い
こいの間」に改装し、
公立図書館としては
珍しい談話スペース
には樹齢約300年の
木の株をくりぬいて座れるようにした椅子も置かれ、視
覚障害者用に活字を音声に変換する「オトングラス」も
設置された。今後、障害者福祉事業所による飲み物も
提供できる予定と聞いた。
　また、玄関左の庭園を「いこいの庭」に改修し、屋根付
きの約50㎡のテラスと芝生広場約200㎡にベンチを
配置し、レジャーシートを貸出し、屋外でも読書のでき
るスペースが整備され、子どもから高齢者、障害者の方
を含め市民の居場所として整備された。
　テラスを活用したステージイベントなどの提案も寄
せられており、飲食などのルール化も含め、今までの殻
を破った、開かれた図書館運営を期待する。

議会改革の取り組み
（ICT化を中心に）について

（兵庫県芦屋市・愛知県安城市）
　芦屋市議会では、①議会内情報の集積・活用②ペー
パーレス化の促進③事務の合理化・効率化の推進④市
民への情報発信の拡充⑤経費節減を目的に、タブレッ
ト端末と文書共有システムの導入が行われていた。
　議会主導の下、執行機関の職員も検討会議に参加し、
議会と執行機関が一緒にシステムを利用する体制を構
築。紙の節減のほか、議会報告会や市民相談の際にタ
ブレットで必要な情報がすぐに引き出せるなどのメリッ
トを認識した。
　安城市は、執行部側が前向きではなく、議会単独で
ICT化へシフト。ICTが苦手な議員への配慮、ペーパー
レス以外のメリットの検討、紙資料の電子化対象の限
定等に留意していた。タブレット導入1年後の議員アン
ケートの評価は概ね好評で、円滑な運用状況が伺えた。

議会運営委員会（８月９日～10日）文教民生委員会（８月２９日）　

6月定例会の委員会審査における委員会意見と当局回答
株式会社シルク温泉やまびこ
前期に引き続き、今期も赤字と

なった。燃料費や水道光熱費の占める割
合が非常に大きいため、将来を見据え省
エネに努められたい。 （建設経済委員会）

　役員会等で対応策を検討し、
可能なものから実施する。

＜実施例＞
・７月分から灯油入札業者を但東町内
の２社から豊岡市内も含めた４社へ拡
大⇒７月分で、１ℓ当たり約４円の効果
・ボイラー点火時間等こまめに調整
・デマンドによる電気管理
＜実施予定＞
・点灯時間が長い照明箇所（温泉、ラウ
ンジ、ホール）のLED化（7/18、19交換
済）。 （但東・地域振興課）

豊岡市役所キャリアデザイ
ンアクションプラン

　重要な施策の一つであり、成果を大い
に期待している。プラン策定に当たっては、
単に業務を委託するのみではなく庁内検
討委員会による実態把握や検討を踏まえ、
女性職員の能力がさらに生かされる組織
の実現を目指すよう取り組まれたい。
 （予算決算委員会）

 
　プラン策定は、庁内検討委員会
を設置し、委託業者からの情報提

供や助言を得ながら協議検討を行ってい
る。８月に一般事務職員を対象とした意
識調査と聞き取り調査を行い、市役所内
の現状を把握したうえで、よりよいプランの
策定に向けて検討を進めていきたい。
 （職員課）

新文化会館整備事業費
新たな文化会館の整備は、建

設費用や維持運営等にかかる財政負
担の軽減を図り、かつ市民に広く愛され
活用される施設とするため、市民各層・
文化団体等の意見も聴取したうえで、
立地、規模、機能等を十分検討された
い。 （予算決算委員会）

 
　今後の人口減少や需要の見
通し、および財政見通し等を考

慮。また、市民や利用団体アンケ－トも参
考にしながら、専門家や市内文化関係
者などからなる基本構想・基本計画策
定委員会の中で、立地や機能、規模等
を慎重に検討していきたい。
 （文化振興課）



20 ○

▼
１
年
間
、新
人
の
私
は
、な
か
な
か
要
領

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、市
民
の
皆
さ
ま
に

読
み
や
す
い
、分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
お
届
け
す
る
た
め
、毎
号
、委
員
会
で
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
編
集
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、初
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
編
集

に
生
か
し
な
が
ら
、よ
り
よ
い
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
、政
治
と
い
う
ひ
か
り
が
隅
々

ま
で
届
く
よ
う
に
、災
害
の
な
い
穏
や
か
な

年
に
な
る
よ
う
に
、願
って
い
ま
す
。

 

（
あ
し
だ　

ひ
と
し
）

▼
11
月
の
臨
時
議
会
で
委
員
会
構
成
が
変

わ
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
委
員
会
で
編
集

す
る
最
後
の
広
報
紙
。今
期
か
ら
委
員
会

の
役
割
に
広
聴
が
加
わ
り
、初
め
て
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。読
み
や
す

さ
と
、親
し
み
の
あ
る
紙
面
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
が
、そ
の
評
価
は…

。

　

議
会
は
言
論
の
場
、そ
こ
で
展
開
さ
れ

る
議
員
の
意
見
や
会
派
の
方
針
を
正
確
に

記
載
す
る
こ
と
も
広
報
紙
の
使
命
。限
ら

れ
た
文
字
数
を
前
に
、貴
重
な
発
言
を
割

愛
す
る
申
し
訳
な
さ
と
、論
点
が
伝
わ
ら

な
い
の
で
は
、と
い
う
不
安
の
日
々
が
や
っ
と

終
わ
り
ま
す
。 

（
ま
つい　

た
だ
し
）

編
集
後
記

げんき

スマイル

▲▶出石秋まつり　喧嘩だんじり

■城崎秋まつり　王橋セリ

1年間ありがとうございました
議会広報広聴特別委員会

清水  寛

井上正治
委員長
上田倫久

副委員長
村岡峰男 松井正志

芦田竹彦

足田仁司

石津一美

◀全国市町村交流レガッタ大津大会
豊岡市から最多の7チームが参加！ 
市議会議員団チーム　シニアの部で見事3位！


